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要約：本研究では、インストラクショナルデザインの初学者による自己評価や相互評価

を支援するために、市販の教材設計マニュアルをベースとして、ブラウザ上で動作する

Job-Aidツールを試作した。これらのツールで生成した資料はPDFファイルとして出力
されるため、ダウンロードして持ち帰り、対面または他のオンラインシステム上のグル

ープワークなどに利用できる。今後、効果の検証と各ツールの連携を行う。	
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１．はじめに	
 

教育設計理論の一つであるインストラクショナ

ルデザイン（ID）を学ぶために、紙教材の開発を通
じて、学ぶべき領域、主要な用語や概念、ID のプ
ロセスを学習する書籍として「教材設計マニュア

ル」（鈴木,2002）がある。現在、多くの研修、大学・
大学院での授業で用いられている一方で、教材設計

初学者にとっては、目標と評価のそれぞれを妥当な

ものにしつつ、目標と評価とを合致させることが難

しいことなどが示唆されている（高橋,2013）。そこ
で今回は、教材設計マニュアルをベースとして、ID
の初学者のための Job-Aidツールを試作した。 
 
２．研究の目的	
 

本研究の最終的な目的は、ID の初学者のための
学習支援ツールを開発し、その効果を検証すること

によって、ID の学習における適切な学習環境を構
築することである。今回はこれまで開発された教材

やツールを整理し、不足しているツールを開発した。 
３．Job-Aid ツールの試作	
 

これまでに開発された教材設計マニュアルをベ

ースとした IDの学習教材および Job-Aidツール群
について、学習プロセスごとに表１に整理した。 
その結果、教材設計マニュアルの内容を確認する

ドリル型教材が多いことがわかった。しかし、教授

者が教えるのではなく、学習者が自己評価や相互評

価を通じて独学していく手助けのためには、教材企

画書などの文書について、その作成を積極的に支援

するひな形やチェックリストなどのJob-Aidツール
が必要だと考えられた。そこで今回は、手始めに紙

ベースで出来上がっているツールの Web 化から着
手することとし、３つのツールを試作した（表１の

※印）。 
これらのツールはすべてブラウザ上で動作する

Webツールである。生成した資料は PDFファイル
として出力されるため、ダウンロードして持ち帰り、

対面または他のオンラインシステム上のグループ

ワークなどに利用できる。 
（１）教材企画書作成支援ツール 
教材企画書とは、（１）教材のタイトルと内容（２）
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教材の対象者集団（３）内容選択の理由（４）学習

目標と目標の性質（５）事前／事後テスト（６）教

材利用者の前提条件とそのチェック方法（７）報告

書作成者名と点検者名の７項目を含んだ A４判１
～２ページ程度のレポートであり、作成の注意点は

教材設計マニュアル（pp.164-165）に示されている。
しかし、不備のある Web ツール化によって、７項
目が漏れなく記述された文書作成支援を目指した。 
 
（２）教材企画書チェックリスト 
教材企画書チェックリストとは、教材企画書作成

時の注意点（全 40項目）をまとめたものである（曽
山・鈴木,2010）。教材企画書チェックリストによっ
て、グループワークの際に教材設計初学習者同士の

相互評価の手助けとなっていることが示唆されて

いる（高橋ほか, 2013）。今回、教材企画書作成支援
ツールとの連携を見据えて、Webツール化した。 
 
（３）７つ道具チェックリスト 
７つ道具チェックリストとは、形成的評価のため

に開発する（１）教材そのもの（２）前提テスト（３）

事前テスト（４）事後テスト（５）アンケート用紙

または質問項目（６）観察プラン（７）経過時間記

録用紙について、各資料の作成注意点をまとめたも

のである（鈴木,2002 pp.168-169）。これも、単独
での利用に加え、他ツールとの連携を見据えてWeb
ツール化した。 

 
表１	
 教材設計マニュアルの学習支援ツール 
企
画
・
全
体
設
計 

学習目標の明確化についてのドリル（高

橋,2003） 
学習課題の種類についてのドリル（伊藤,2003） 
教材企画書作成支援ツール※ 
教材企画書チェックリスト※ 

詳
細
設
計
・
開
発 

課題分析作成支援ツール（高橋ほか,2012） 

９教授事象についてのドリル（千葉,2003） 

指導方略表作成支援ツール（開発予定） 

7つ道具チェックリスト※ 

評
価
・
改
善 

教材作成報告書作成支援ツール（開発予定） 

教材作成報告書チェックリスト（開発予定） 

教材改善チェックリスト（越場,2003） 

 
４．おわりに	
 

本報告では、ID の初学者の学習を支援するツー

ルを整理し、不足している Job-Aid ツールのうち、
教材企画書作成支援ツール、教材企画書チェックリ

スト、７つ道具チェックリストを開発した。今後、

未開発ツールを開発するとともに、各ツールの効果

を検証し、改善していく。また、ツール間の連携も

検討し、開発中の「ID基礎力養成Webサイト」に
統合していくとともに、ID の学習における適切な
学習環境の要件を明らかにしていきたい。 
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